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ることが示唆され、追求の結果 1M の存在を確認した。さらに 1M の検定法を確立した後、分離精製








1M とほぼ同様で、あるが 1M よりもはるかに高濃度必要とした。
つぎに 1M のスタフィロマイシン生産に対する役割について検討したところ、スタブイロVイシン
生成系には 1M により誘導をうける 1M 誘導 step enzyme が存在することが示唆された。また 1M







以前に、その生産を誘導する物質(IM) が生産されることを証明したこと、また第 2 に、初期に添加
したスタブイロマイシンは 1M の生産を阻害するのみならず、その誘導作用を拾抗的に阻害すること
を明らかにしたこと、および 1M の本体は Y ーラクトン構造をもっ、脂肪酸 C 12H22 0 4 であることを
推定し、このものは、微少濃度 (0.02μg/mJ!) にわいて有効で、あり、構造類似の既知ラクトンについて
も大量に用いれば、同様の作用を認めることを明らかにしたこと、第 3 に 1M の生産には 1M によっ
て feedback 阻害をうけることを明らかにしたこと等があげられ、抗生物質生産における複雑な制御
機構を解明したものである。このような 2 次代謝制御機構の解析は他に例をみないものであり、醗酵
生理学上ならびに培養工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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